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日露経済関係の動向
○ 日露貿易額は新生ロシア発足以降過去最高を更新し、０４年は８８億ドル、０５
年は１０７億ドル、０６年は１３７億ドルを記録。
○ 相対的には対露輸出の伸びが大きい。

日本とロシアの貿易高の推移
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日本企業のロシア（経済特区）進出

会社名：TOYOTA MOTOR MANUFACTURING RUSSIA
所在地：サンクトペテルブルク市 シュシャリ地区
会社設立：２００５年６月
生産能力：５万台／年 （当面２万台／年）
生産開始：２００７年１２月（予定）
投資額：約４０億ルーブル（約１５０億円）

○トヨタ自動車のサンクトペテルブルク進出

○日産自動車のサンクトペテルブルク進出
所在地：サンクトペテルブルク市
生産能力：最大５万台／年
生産開始：２００９年（予定）
投資額：約２億ドル（約２２０億円）
従業員数：７５０人（フル稼働時）

○スズキ自動車のサンクトペテルブルク進出
所在地：サンクトペテルブルク市
生産開始：２０１０年（予定）
投資額：約１億１，５００万ドル（約１３０億円）
２００７年５月中旬に自動車工場建設に関する議定書をロシア経済発展貿易省と署名。

○いすゞ自動車のエラブガ進出
会社名：セベルスタリアフトいすゞ株式会社（セベルスタリアフト社（ＳＳＡ）、双日株式会社との３社合弁）
所在地：タタルスタン共和国 エラブガ市
生産能力：当面５千台／年（将来的には３万台超／年を目指す）
会社設立：２００７年８月（予定）
資本金：３５０百万ルーブル（約１６億円）
株主構成：SSA ６６％、 いすゞ ２９％、 双日 ５％
主な事業：商業車の輸入、生産（SKD組立て）、及び販売。
※今後、エラブガ工場にトラック組立ての生産拠点を移し、０８年６月からのエラブガ工場の操業開始に合わせて、新
会社の本格的な営業を開始予定
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国際交通回廊国際交通回廊

標記記号

国番号：１－アイルランド；２－ベルギー；３－オランダ；４－スイス；５－スロベニア；６－ボスニア・ヘルツェゴビナ；７－アルバニア；８－マケドニア；９ーモルドバ；
10ーアルメニア；11ーアゼルバイジャン；12ーレバノン13ーイスラエル；14ークウェート；15ーベイルート

シベリア横断鉄道
シベリア鉄道と幹線を繋ぐ選択肢
ドイツ－ポーランド－ウクライナ－ロシア－
カザフスタン－中国回廊
第３ヨーロッパ回廊

欧州－コーカサス・アジア輸送回廊

欧州－コーカサス・アジア水運輸送回廊

ヨーロッパ諸国・ＴＲＡＣＥＣＡ接続回廊

南アジア既存鉄道回廊

計画又は建設中区域

バン－タトゥバン間水上経路

1435㎜軌道提案路線

釜山－ハンブルグ航路

首都
主要都市
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ユーラシア産業投資ブリッジ構想図

モスクワ

●サンクトペテルブル
ク

バイカル湖周
辺観光経済特
区

①技術導入経済特区
A.有料西高速縦貫道路建設
B.ネバ川オルロフ・トンネル建設

タタールスタン

広義のシベリア鉄道の路線（赤）と、 バイカル―アムール鉄道（バム鉄道、緑）

●

F.ニージニー・プリアンガリ
エ
総合開発計画

C.モスクワ～サンクトペテルブルグ間
有料高速道路建設

②ゼレノグラード区技術導入
経済特区
③ドゥブナ市技術導入
経済特区

D.外環自動車道から
ミンスク連邦道路への出口建設

④リペツク州カジンカ工業生
産
経済特区

⑤アラブーガ工業生産経済特区
E.ニジネカムスク石油精製・化学
工場建設

⑥トムスク市技術
導入経済特区

G.チタ州南東部鉱物資源開発
（ウドカン銅鉱床）交通インフ

ラ
開発

アルタイ観光
経済特区 極東港湾開発

南ヤクート総合開
発

（エリガ炭田）

極東製油所総合
開発計画

コビクタ・ガス化学コ
ンプレクス建設計画

日本からロシアへ輸
出
・自動車部品

・建設機械

・鋼管

・家電製品、等

東シベリア炭化水
素資源総合開発

・石油、石油製品

・木材

・金属、等

ロシアから日本へ輸
入

Ｇ.モスクワ～サンクトペテルブルグ
間高速鉄道整備

Ｈ.モスクワ～ニジニノブゴロド間
高速鉄道整備

●

●
●

Ｉ.ｴｶﾃﾘﾝﾌﾞﾙｸ～ﾁｪﾘｬﾋﾞﾝｽｸ間
高速鉄道整備

ニジニノブゴロド

モスクワ～ソチ
間
高速鉄道整備

サンクトペテルブルグ～
ヘルシンキ間高速鉄道整
備

●

●

ソ
チ

ヘルシン
キ 日本からロシアへ投

資

・経済特区、開発地域への投資
により、貿易及びエネルギー資
源開発を促進

シベリア鉄道シベリア鉄道

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/d/de/Map_Trans-Siberian_railway.png
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ロシア鉄道の課題

輸送コスト

複雑な税関での手続き

振動、極寒等による破損の危険性

空コンテナの絶対数不足

所要日数と運行の遅れ
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日本企業への裨益
●高い技術を有する日本鉄道関連企業のロシア鉄道市場参入のビジネスチャンス
●ロシア鉄道を利用した日露貿易の増加
・輸出（日→露）： 自動車部品、建設機械、鋼管、家電製品等
・輸入（露→日）： 石油、石油製品、木材、金属等
●沿線に多く存在する特別経済区（以下、特区）、資源開発地域への日本の対ロ投資を促進
●ロシア鉄道を利用した輸送日数短縮

ウラジオストク→モスクワ間 現行約２週間→約１週間
●自動車部品輸送の課題である輸送衝撃の緩和

ユーラシア産業投資ブリッジ構想

「２０３０年までの鉄道発展戦略」 ※2007年、ロシア運輸省で作成
総額約１３兆ルーブル（約６５兆円）の国家プロジェクト

●技術革新：既存車両の近代化、新造車両の購入、既存路線の電化・交通量拡大
●鉄道網の拡大：新路線建設、新造車両の購入、高速鉄道化

ロシアの物流インフラ整備及びエネルギー資源開発に対し、技術、金銭面等の協力をす
ることにより、日露間の輸出入、双方向の物流、及び、ロシアへの日本からの投資を促進。

日露双方に協力による利益大

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/9e/Flag_of_Japan.svg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f3/Flag_of_Russia.svg
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鉄道分野における日露協力の可能性

○技術供与

○車両、レール、鉄道輸送インフラ機器等の供給

○ロシアの鉄道網を利用した旅客及び貨物輸送

○日本から輸入する者に対する融資
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